
議案第３号

上記の議案を提出する。

（提案内容）

（提案理由）

　教育委員会の権限に属する事務の補助執行に係る協議について

　別紙のとおり墨田区長に協議する。

令 和 2 年 2 月 27 日

提出者　墨田区教育委員会教育長　　加　藤　裕　之

　会計年度任用職員制度の導入に伴う給与及び福利厚生に関する事務を、区長の補
助機関たる職員に補助執行させるため、墨田区長に協議する必要がある。
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３１墨教庶第１８７３号 

令和２年２月  日 

 

墨田区長 山本 亨 様 

 

墨田区教育委員会 

教育長 加 藤 裕 之 

 

 

墨田区教育委員会の権限に属する事務の補助執行について（協議） 

 

このことにつきまして、令和２年４月１日から下記のとおり取り扱うこととしたい

ので、地方自治法第１８０条の７の規定に基づき協議します。 

 

記 

 
１ 協議内容 

  区長の補助機関たる職員に、教育委員会が任用する会計年度任用職員の給与及び

福利厚生に関する事務を補助執行させる。 

 

２ 規則改正文（案） 

  別紙のとおり 

 

３ 施行日 

  令和２年４月１日 
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墨田区教育委員会の権限に属する事務の委任等に関する規則の一部を改正す 

る規則（案） 

墨田区教育委員会の権限に属する事務の委任等に関する規則（平成２７年墨田区教

育委員会規則第１５号）の一部を次の表のように改正する。 
（下線部分は改正部分） 

改 正 後 改 正 前 

（区長等補助執行事務） 〔同左〕 

第４条 〔略〕 第４条 〔略〕 

⑴～⑵ 〔略〕 ⑴～⑵ 〔略〕 

⑶ 会計年度任用職員の給与及び福利厚生

に関する事務（教育委員会の権限に属す

る事務に限る。） 

⑶ 非常勤職員の報酬及び福利厚生に関す

る事務 

 ⑷ 〔略〕 ⑷ 〔略〕 

付 則 

 この規則は、令和２年４月１日から施行する。 
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議案第４号

上記の議案を提出する。

（提案内容）

（提案理由）

　行政財産（曳舟小学校用地の一部）の用途廃止について

　別紙のとおり決定する。

令 和 2 年 2 月 27 日

提出者　墨田区教育委員会教育長　　加　藤　裕　之

　曳舟小学校用地の一部が東京都事業予定地となっており、土地の売払い及び建物
等の取壊しを行うため、行政財産の用途廃止を行う必要がある。
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行政財産（曳舟小学校用地の一部）の用途廃止について 
 
１ 理由 

  曳舟小学校用地の一部が「東京都市計画道路事業幹線街路放射第３２号線

（押上）」事業予定地となっており、東京都への土地の売払い及びプール棟

の再築に伴う建物等の取壊しを行うため。 
 
２ 用途廃止をする行政財産 

（１）土地 

台帳番号 名称 所在（地番） 数量（実測） 

6223 曳舟小学校 京島一丁目１６５番の一部 67.23 ㎡ 

  

（２）建物 

台帳番号 名称 所在（住居表示） 数量 

6223 曳舟小学校倉庫 京島一丁目２８番２号 22.60 ㎡ 

6223 
〃 プール付属倉 

庫・便所・機械室 
京島一丁目２８番２号 30.70 ㎡ 

 

（３）工作物・立木 

台帳番号 名称 所在（住居表示） 数量 

6223 曳舟小学校門 京島一丁目２８番２号 1 

6223 〃 プール 京島一丁目２８番２号 1 

6223 〃 塀 京島一丁目２８番２号 6.08ｍ 

6223 〃 フェンス 京島一丁目２８番２号 49.00ｍ 

6223 〃 樹木 京島一丁目２８番２号 107 
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３ 用途廃止日 
  令和２年４月１日 

 

４ 用途廃止後の対応 

  用途廃止を行い、普通財産となった土地については、売払いを行う。建物、

工作物、立木については、教育委員会で取壊し及び伐採を行う。 

 

５ 参考資料 
 （１）案内図 
 （２）公図 
（３）用途廃止対象範囲図（土地） 

 （４）用途廃止対象範囲図（建物、工作物、立木） 
 

 

4-3



4-4



4-5



   
   

 
 

土
地
：
６
７
．
２
３
㎡
 

用
途
廃
止
を
行
う
土
地
 

曳
舟
幼
稚
園
 

 

曳
舟
小
学
校
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

4-6



 
 
 

   
 

 

塀
：
３
．
３
８
㎡
 

塀
：
２
．
７
０
㎡
 

フ
ェ
ン
ス
：
４
９
．
０
０
㎡
 

門
：
１
 

立
木
：
１
０
７
 

※
緑
色
枠
内
 

プ
ー
ル
：
１
 

倉
庫
：
２
２
．
６
０
㎡
 

用
途
廃
止
を
行
う
建
物
、
工
作
物
及
び
立
木
 

曳
舟
幼
稚
園
 

 

曳
舟
小
学
校
 

  

プ
ー
ル
 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 
プ
ー
ル
付
属
倉
庫
・
便
所
・

機
械
室
：
３
０
．
７
０
㎡
 

4-7



議案第５号

上記の議案を提出する。

（提案内容）

（提案理由）

　行政財産（旧隅田小学校用地の一部）の用途変更及び所管換えについて

　別紙のとおり決定する。

令 和 2 年 2 月 27 日

提出者　墨田区教育委員会教育長　　加　藤　裕　之

　旧隅田小学校用地の一部が都市計画部防災まちづくり課事業予定地となってお
り、道路拡幅整備のため、行政財産の用途変更及び所管換えを行う必要がある。
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行政財産（旧隅田小学校用地の一部）の用途変更及び所管換えについて 

 

１ 理由 
  都市計画部防災まちづくり課における住宅市街地総合整備事業（鐘ヶ淵周

辺地区）優先整備路線９号線の拡幅整備のため、当該路線に隣接している旧

隅田小学校敷地の一部の土地の用途変更及び所管換えを行うため。 

 

２ 用途変更及び所管換えをする行政財産  

  土地 

台帳 

番号 
名称 所在（地番） 数量（実測） 合計 

6221 
旧隅田小学校 

の一部 

墨田五丁目５５３番４ 57.33 ㎡  

 

 

751.06 ㎡ 

墨田五丁目５５４番２ 111.01 ㎡ 

墨田五丁目５５５番３ 185.12 ㎡ 

墨田五丁目５５５番４ 71.26 ㎡ 

墨田五丁目５５５番５ 14.50 ㎡ 

墨田五丁目５５６番３ 232.50 ㎡ 

墨田五丁目５７４番４ 79.34 ㎡ 

  

３ 用途変更及び所管換え日 
  令和２年４月１日 

 

４ 用途変更後の用途及び新所管 

（１）まちづくり事業用地 

（２）都市計画部防災まちづくり課 
 
５ 参考資料 
 （１）案内図 
 （２）公図 
（３）用途変更及び所管換え対象範囲図 
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議案第６号

上記の議案を提出する。

（提案内容）

異議ありません。

（提案理由）

　幼保連携型認定こども園における教育課程に関する基本的事項の策定に伴う意見

聴取について

　別紙の協議に対し、次のとおり回答する。

令 和 2 年 2 月 27 日

提出者　墨田区教育委員会教育長　　加　藤　裕　之

　地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２７条第１項の規定に基づき、墨田
区長から協議があったため。
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議案第７号

上記の議案を提出する。

（提案内容）

（提案理由）

　墨田区教育委員会表彰の表彰状及び楯の授与について

　別紙のとおり授与する。

令 和 2 年 2 月 27 日

提出者　墨田区教育委員会教育長　　加　藤　裕　之

　墨田区教育委員会表彰状交付基準要綱に基づき、表彰する必要がある。
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№
学
　
校
　
名

学
年

氏
名
.・
団
体
名

ふ
り
が
な

1
墨
田
区
立
外
手
小
学
校
３
年
本
多
　
識

ほ
ん
だ
　
し
き

金
賞

第
3
5
回
全
国
硬
筆
コ
ン
ク
ー
ル
　
規
定
課
題
の
部
　
３
年

2
墨
田
区
立
本
所
中
学
校
１
年
小
宮
山
　
結
月

こ
み
や
ま
　
ゆ
づ
き

①
団
体
…
優
勝

①
個
人
…
準
優
勝
（
超
軽
量
級
）

②
個
人
…
優
勝
（
超
軽
量
級
）

①
第
1
0
回
全
日
本
女
子
相
撲
郡
上
大
会

②
第
1
6
回
全
日
本
中
学
生
女
子
相
撲
大
会

3
墨
田
区
立
本
所
中
学
校
２
年
石
井
　
さ
く
ら

い
し
い
　
さ
く
ら

①
団
体
戦
…
優
勝

①
個
人
…
第
３
位
（
重
量
級
）

②
団
体
戦
…
準
優
勝
（
補
欠
）

②
個
人
…
第
２
位
（
軽
重
量
級
）

①
第
８
回
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
女
子
相
撲
選
手
権
大
会

②
第
1
4
回
世
界
女
子
相
撲
選
手
権
大
会

4
墨
田
区
立
本
所
中
学
校
３
年
熊
谷
　
修
吾

く
ま
が
い
　
し
ゅ
う
ご

第
６
位
（
2
0
0
ｍ
自
由
形
)

第
5
9
回
全
国
中
学
校
水
泳
競
技
大
会

5
墨
田
区
立
両
国
中
学
校
２
年
中
板
　
清
乃

な
か
い
た
　
き
よ
の

第
８
位
（
ソ
ロ
）

第
８
位
（
デ
ュ
エ
ッ
ト
）

第
７
位
（
チ
ー
ム
）

フ
リ
ー
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
入
賞

第
１
回
F
IN
A
世
界
ユ
ー
ス
選
手
権
大
会

6
墨
田
区
立
両
国
中
学
校
３
年
川
島
　
朝
陽

か
わ
し
ま
　
あ
さ
ひ

①
第
３
位
（
4
0
0
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
）

①
第
４
位
（
2
0
0
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
）

②
優
勝
　
大
会
新
記
録
（
4
0
0
ｍ
個
人
メ
ド

レ
ー
）

②
優
勝
（
2
0
0
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
）

①
第
5
9
回
全
国
中
学
校
水
泳
競
技
大
会

②
第
7
1
回
東
京
都
中
学
校
選
手
権
水
泳
競
技
大
会

7
墨
田
区
立
竪
川
中
学
校
２
年
宇
佐
美
　
茉
奈

う
さ
み
　
ま
な

金
賞

第
5
6
回
関
東
地
区
中
学
生
海
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

受
　
彰
　
資
　
格
　

表 彰 候 補 者

令
和
元
年
度
　
墨
田
区
教
育
委
員
会
表
彰
候
補
者
一
覧
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表
 
 
彰
 
 
状
 
 
交
 
 
付
 
 
基
 
 
準
 
 
要
 
 
綱
 
 
細
 
 
目
 
 
基
 
 
準
 
（
抜
 
粋
） 

  

番
号

 
種
 
 
別

 
交
付
主
体

 
受
彰
対
象
者

 
受
 
彰
 
資
 
格

 
記
念
品
の
有
無

 
摘
要

 
7  

教
育
委
員
会
表
彰

 
教
育
委
員
会

 
 

墨
田
区
立
学
校
の
児

童
・
生
徒

 
（
ス
ポ
ー
ツ
大
会
及
び

文
化
系
の
コ
ン
ク
ー
ル

に
入
賞
し
た
児
童
・
生

徒
）

 

学
校
長
の
承
認
の
も
と
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
コ
ン
ク
ー
ル

等
に
参
加
し
た
団
体
、
個
人
で
下
記
の
事
項
に
該
当
す
る

場
合
。

 
①

 
ス
ポ
ー
ツ
大
会

 
次
の
条
件
の
い
ず
れ
か
で
関
東
大
会
以
上
に
お
い
て
６
位

以
上
に
入
賞
し
た
個
人
・
団
体

 
ア
 
東
京
都
総
合
体
育
大
会
で
入
賞
し
、
東
京
都
代
表
と

し
て
関
東
並
び
に
全
国
中
学
校
大
会
に
出
場
し
た
場
合

 
②
コ
ン
ク
ー
ル
等

 
イ
 
文
部
科
学
省
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
省
庁
、
東
京
都

教
育
委
員
会
が
主
催
・
後
援
す
る
関
東
、
全
国
規
模
の

コ
ン
ク
ー
ル
等
へ
出
場
、
出
展
し
、
３
位
以
上
ま
た
は

そ
れ
に
相
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
賞
に
入
賞
し
た
場
合

 
 

有
 

 

 

7-3



議案第８号

上記の議案を提出する。

（提案内容）

（提案理由）

　墨田区体育奨励賞の表彰状及びメダルの授与について

　別紙のとおり授与する。

令 和 2 年 2 月 27 日

提出者　墨田区教育委員会教育長　　加　藤　裕　之

　墨田区教育委員会表彰状交付基準要綱に基づき、表彰する必要がある。
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性別 氏 名 よ み が な

男 森 本 洸 誠 も り も と こ う せ い

女 石 井 花 歩 い し い か ほ

男 渡 辺 京 輔 わ た な べ き ょ う す け

女 清 治 万 紘 せ い じ ま ひ ろ

男 年 田 博 昭 と し だ ひ ろ あ き

女 髙 木 美 桜 た か ぎ み お

男 岩 﨑 龍 哉 い わ さ き り ゅ う や

女 髙 原 理 央 た か は ら り お

男 田 中 音 雄 た な か ね お

女 田 中 萌 絵 た な か も え

男 石 田 翔 和 い し だ と わ

女 細 井 む る な ほ そ い む る な

男 侭 田 直 哉 ま ま だ な お や

女 鈴 木 七 海 す ず き な な み

男 齋 藤 将 太 さ い と う し ょ う た

女 野 口 ち ゅ ら の ぐ ち ち ゅ ら

男 木 内 光 夫 き う ち み つ お

女 原 野 谷 茉 由 は ら の や ま ゆ

男 荒 井 隼 弥 あ ら い し ゅ ん や

女 山 田 郁 花 や ま だ ふ み か

吾 嬬 立 花 中学校

中学校両 国

中学校

中学校竪 川

錦 糸

吾 嬬 第 二 中学校

     　　　　　令和元年度　墨田区体育奨励賞授与生徒候補者一覧

中学校

学校名

墨 田

中学校

本 所

文 花 中学校

桜 堤 中学校

中学校寺 島
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表
 
 
彰
 
 
状
 
 
交
 
 
付
 
 
基
 
 
準
 
 
要
 
 
綱
 
 
細
 
 
目
 
 
基
 
 
準
 
（
抜
 
粋
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番
号

 
種
 
 
別

 
交
付
主
体

 
受
彰
対
象
者

 
受
 
彰
 
資
 
格

 
記
念
品
の
有
無

 
摘
要

 
1 

中
学
生
体
育
奨
励
賞

 
教
育
委
員
会

 
墨
田
区
立
中
学
校
の
生

徒
（
体
育
優
良
生
徒
）

 
 

各
学
校
男
女
１
名
ず
つ

 
全
校
生
徒
の
模
範
と
な
る
体
育
活
動
を
し
た
３
年
生

 
 

有
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教育委員会関係議案の作成に伴う意見聴取について 
 
１ 趣旨 
墨田区長から地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定に基づく

意見聴取の依頼があったが、依頼内容は緊急に処理しなければならず、かつ、教育委

員会を招集する暇がなかったため、墨田区教育委員会の権限に属する事務の委任等に

関する規則第３条に基づく教育長の臨時代理により異議ない旨を回答した。 
 
２ 条例案名 
  幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例 
 
３ 区長からの依頼文及び回答文 

別紙のとおり 

資料1-1

akui-ryou
フリーテキスト
資　料　１

akui-ryou
四角




資料1-2

akui-ryou
フリーテキスト
別　紙



 議案第９０号 

   幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正す 

る条例 

 上記の議案を提出する。 

  令和２年２月１７日 

 

                提出者 墨田区長  山  本    亨    

 

   幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正す 

る条例 

 幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例（平成１２年墨田区条例第

１９号）の一部を次のように改正する。 

 第１８条の次に次の１条を加える。 

 （業務量の適切な管理等） 

第１８条の２ 職員の健康及び福祉の確保を図ることにより幼稚園教育の水準の維持

向上に資するため、職員が正規の勤務時間及びそれ以外の時間において行う業務の

量の適切な管理その他職員の健康及び福祉の確保を図るための措置については、公

立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する特別措置法（昭和４６年法律第

７７号）第７条に規定する指針に基づき、人事委員会の承認を得て、教育委員会規

則で定めるところにより行うものとする。 

   付 則 

 この条例は、令和２年４月１日から施行する。 

 

（提案理由） 

 公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する特別措置法の一部改正等を踏

まえ、幼稚園教育職員の健康及び福祉の確保を図ることにより幼稚園教育の水準の維

持向上に資するため、業務量の適切な管理等を行う必要がある。 
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地域子ども文教委員会 

令 和 ２年 ３月  日 

幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例（案）

新旧対照表 

改  正  案 現     行 
    
 （業務量の適切な管理等） 

第１８条の２ 職員の健康及び福祉の確保を

図ることにより幼稚園教育の水準の維持向

上に資するため、職員が正規の勤務時間及

びそれ以外の時間において行う業務の量の

適切な管理その他職員の健康及び福祉の確

保を図るための措置については、公立の義

務教育諸学校等の教育職員の給与等に関す

る特別措置法（昭和４６年法律第７７号）

第７条に規定する指針に基づき、人事委員

会の承認を得て、教育委員会規則で定める

ところにより行うものとする。 

 

〔新設〕 

 

 

  

   付 則 

 この条例は、令和２年４月１日から施行する。 
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                           ３１墨教庶第１９０２号 

令和２年２月１２日 

 

墨田区長 

山 本  亨 様  

 

                       墨田区教育委員会 

                        教育長  加 藤 裕 之 

 

 

 

教育委員会関係議案の作成に伴う意見聴取について（回答） 

 

 

令和２年２月１２日付け３１墨総法条第５２号により、下記のとおり意見を求めら

れましたこのことについては、貴案のとおりで異議ありません。 

 

記 

  

１ 意見聴取のあった条例案名 

幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例 
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令
和
元
年
度
 
教
育
課
題
 
執
行
計
画
書
兼
実
績
報
告
書
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
N
o
. 
１
 

課
題
№
 

１
 
事
業
名
 
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の
推
進
 

主
管
課
 

庶
務
課
 

執 行 計 画 

4
月
 

5
月
 

6
月
 

7
月
 

8
月
 

9
月
 

1
0
月
 

1
1
月
 

1
2
月
 

1
月
 

2
月
 

3
月
 

①
 
出
退
勤
 

シ
ス
テ
ム

等
の
導
入
 

▲
回
線
工
事
 

  

▲
実
施
に
 

向
け
た
 

準
備
 

（
試
行
）
 

   

  

▲
全
校
導
入
 

 

 ▲
服
務
管
理

シ
ス
テ
ム

の
準
備
 

  

  

 
 

 

②
教
員
の
 

一
斉
休
暇

日
の
設
定
 

   

   

 
▲
夏
期
の
 

一
斉
休
暇

日
の
実
施
 

   

 
 

 
 

 
 

③
施
設
貸
出

方
法
の
 

検
討
 

 

 ▲
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
開
設

の
契
約
 

予
定
 

   

 
 

  

 ▲
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
開
設
 

予
定
 

 
 

 
 

 

④
教
員
を
 

支
え
る
 

組
織
・
人

員
体
制
の
 

整
備
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

⑤
放
課
後
の

学
校
の
 

緊
急
対
応
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

⑥
部
活
動
 

指
導
員
の

配
置
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

進
捗
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

〇
 

〇
 

〇
 

〇
 

 
 

 

実 績 

○
出
退
勤
シ
ス

テ
ム
 内
部
調

整
・
幼
稚
園
等

へ
の
説
明
 

○
施
設
貸
出

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

開
設
準
備
 

○
組
織
・
人
員
体

制
の
整
備
 

非
常
勤
・
臨
時
職

員
配
置
 
 

○
部
活
動
指
導

員
の
配
置
 
学
校

と
調
整
中
 

○
導
入
す
る
出

退
勤
シ
ス
テ
ム

の
決
定
及
び
設

定
 
○
施
設
貸
出
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
開

設
 契
約
の
準
備
 

○
組
織
・
人
員
体

制
の
整
備
 

非
常
勤
・
臨
時
職

員
配
置
 

○
部
活
動
指
導

員
指
導
員
の
雇

用
手
続
 

○
出
退
勤
シ
ス
テ

ム
仮
稼
働
開
始
 

○
夏
期
の
一
斉
休

暇
日
に
つ
い
て
検

討
 

○
施
設
貸
出
方
法

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開

設
準
備
 

○
ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ

ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
を

６
月
に
２
校
増
 

○
時
間
外
の
留
守

番
電
話
導
入
に
つ

い
て
検
討
 

○
部
活
動
指
導
員
 

を
6/
1
よ
り
配
置
 

○
教
員
の
一
斉
休

暇
日
を
設
定
し
、

保
護
者
等
へ
周
知
 

○
施
設
貸
出
方
法

の
検
討
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開

設
に
つ
い
て
、
7
月

19
日
契
約
済
。
11

月
末
開
設
予
定
 

○
放
課
後
の
学
校

の
緊
急
対
応
 

時
間
外
の
留
守
番

電
話
を
10
/
15
か

ら
導
入
す
る
旨
、

保
護
者
等
に
周
知
 

○
夏
期
の
一
斉

休
暇
日
の
設
定

に
つ
い
て
、
8
月

中
旬
に
各
校
の

状
況
を
踏
ま
え

て
実
施
 

○
時
間
外
の
留

守
番
電
話
の
導

入
工
事
に
あ
た

り
、
各
校
の
状

況
調
査
を
実
施
 

○
柳
島
小
に
非

常
勤
職
員
を
配

置
。
学
校
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
強
化

モ
デ
ル
校
４
校

全
て
へ
の
配
置

完
了
 

○
時
間
外
の
留

守
番
電
話
の
導

入
に
あ
た
り
、

引
き
続
き
各
校

の
状
況
調
査
を

実
施
し
、
導
入

工
事
に
着
手

 

〇
出
退
勤
管
理

シ
ス
テ
ム
の
本

稼
働
を
開
始
 

○
ス
ク
ー
ル
・

サ
ポ
ー
ト
・
ス

タ
ッ
フ
配
置
校

２
４
校
全
校
に

臨
時
職
員
配
置
 

○
時
間
外
の
留

守
番
電
話
を
幼

稚
園
、
小
・
中
学

校
に
導
入
 

〇
出
退
勤
シ
ス

テ
ム
に
係
る
ロ

グ
イ
ン
パ
ス
ワ

ー
ド
の
変
更
方

法
や
、
認
証
カ

ー
ド
の
印
刷
方

法
な
ど
、
運
用

上
必
要
と
な
る

情
報
を
確
認
で

き
る
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
構
築
す

る
た
め
の
準
備

を
行
っ
た
。
 

〇
休
暇
等
に

係
る
服
務
管

理
シ
ス
テ
ム

の
準
備
を
行

い
、
関
係
す
る

規
則
改
正
の

検
討
を
進
め

た
。
 

 
 

 

※
進
捗
 
○
：
順
調
、
×
：
遅
延
、
△
：
そ
の
他
（
 
）

 

１
月
実
績

 
〇
出
退
勤
シ
ス
テ
ム
等
の
導
入
に
つ
い
て

 
休
暇
等
に
係
る
服
務
管
理
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
準
備
を
進
め
た
。

 
 〇
施
設
貸
出
方
法
の
検
討
に
つ
い
て

 
施
設
貸
出
に
係
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
の
た
め
、
掲
載
内
容
で
あ
る
施
設
貸
出
の
方
法

や
注
意
事
項
に
つ
い
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
で
検
討
し
た
。

 
 
進
捗
：
△
そ
の
他
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
時
期
を
令
和

2
年
３
月
に
変
更
し
た
。
）
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令
和
元
年
度
 
教
育
課
題
 
執
行
計
画
書
兼
実
績
報
告
書
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
N
o
. 
２
 

課
題
№
 

２
 
事
業
名
 
新
学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応
 

主
管
課
 

指
導
室
 

執 行 計 画 

4
月
 

5
月
 

6
月
 

7
月
 

8
月
 

9
月
 

1
0
月
 

1
1
月
 

1
2
月
 

1
月
 

2
月
 

3
月
 

○
英
語
 

■
海
外
派
遣
 

ｵ
ﾘｴ
ﾝ
ﾃｰ
ｼ
ｮﾝ
 

■
外
国
語
教
育
 

研
修
会
①
 

■
幼
・
英
語
 

 ■
海
外
派
遣
 

事
前
研
修
 

■
外
国
語
教
育
 

 
研
修
会
②
 

 ■
海
外
派
遣
 

事
前
研
修
 

■
外
国
語
教
育
 

研
修
会
③
 

 ■
海
外
派
遣
 

事
前
研
修
 

■
海
外
派
遣
 

出
発
式
 

 ■
海
外
派
遣
 

事
後
研
修
 

■
外
国
語
教
育
 

研
修
会
④
⑤
⑥
⑦
 

 ■
海
外
派
遣
 

事
後
研
修
 

■
外
国
語
教
育
 

研
修
会
⑧
 

■
Ｔ
Ｇ
Ｇ
（
中
）
 

 ■
海
外
派
遣
 

報
告
会
 

   ■
外
国
語
教
育
 

研
修
会
⑨
 

 ■
海
外
派
遣
 

説
明
会
 

(学
校
対
象
) 

 

 ■
海
外
派
遣
 

説
明
会
 

(保
護
者
対
象
) 

 

 ■
H3
2 

海
外
派
遣
 

一
次
審
査
 

  

 ■
H3
2 

海
外
派
遣
 

二
次
審
査
 

 

○
道
徳
 

  

■
道
徳
教
育
 

推
進
教
師
 

連
絡
会
①
 

 
■
道
徳
教
育
 

推
進
教
師
 

連
絡
会
②
 

  

 

 
 

 
  

 

  

 

■
道
徳
教
育
 

推
進
教
師
 

連
絡
会
③
 

  

 

○
教
科
書
採
択
 

■
教
科
書
 

調
査
委
員
会
 

 ■
教
科
書
展
示
 

ｱ
ﾝｹ
ｰ
ﾄ 

■
学
校
調
査
 

 ■
教
科
書
検
討
 

委
員
会
 

 
 ■
小
学
校
 

教
科
書
採
択
 

■
中
学
校
 

 
教
科
書
採
択
 

 
 

 
   

 

   

 

 
   

 

○
そ
の
他
 

     ■
各
研
修
会
 

■
学
校
ｻﾎ
ﾟｰ
ﾄ 

訪
問
 

■
が
ん
教
育
 

認
知
症
ｻﾎ
ﾟｰ
ﾀｰ
 

救
命
講
習
 

ﾌﾟ
ﾛｸ
ﾞﾗ
ﾐﾝ
ｸﾞ
IC
T 
他
 

 

 

 
 

 
 

 
■
主
要
な
教
育
 

課
題
決
定
 

■
教
育
課
程
 

届
出
説
明
会
 

 
■
教
育
課
程
 

届
出
受
理
 

進
捗
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

〇
 

〇
 

〇
 

〇
 

 
 

 

実 績 

○
海
外
派
遣
 

・
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン

実
施
 

○
外
国
語
教

育
研
修
会
 

・
第
１
回
実

施
（
Ｎ
Ｔ
業

務
委
託
説
明

含
む
）
 

○
教
科
書
採

択
 

・
教
科
書
採

択
調
査
委
員

委
嘱
式
実
施
 

○
海
外
派
遣
 

・
事
前
研
修

の
実
施
 

○
第
２
回
外

国
語
教
育
研

修
会
 

○
道
徳
教
育

推
進
教
師
連

絡
会
 

・
第
１
回
実

施
 

○
教
科
書
採

択
 

・
調
査
委
員

及
び
各
学
校

に
よ
る
調
査

研
究
の
実
施
 
 
 
 
 
 
 

○
サ
ポ
ー
ト

訪
問
の
実
施
 

○
海
外
派
遣

事
前
研
修
実

施
 
○
第
３
回
外

国
語
教
育
研

修
会
実
施
「
新

教
材
を
利
用

し
た
ア
ル
フ

ァ
ベ
ッ
ト
指

導
に
つ
い
て
」
 

○
教
科
書
採

択
 
検
討
委
員
会

の
実
施
 

○
サ
ポ
ー
ト

訪
問
の
実
施
 

○
海
外
派
遣
 

・
事
前
研
修
、

出
発
式
、
海
外

派
遣
実
施
 

○
道
徳
教
育

推
進
教
師
連

絡
会
 

・
授
業
観
察
、

協
議
 

○
教
科
書
採

択
 
・
検
討
委
員
会

の
実
施
 

・
教
育
委
員
会

へ
の
検
討
委

員
会
報
告
書

の
提
出
 
 

○
サ
ポ
ー
ト

訪
問
の
実
施
 

○
海
外
派
遣
 

・
海
外
派
遣
及
び
事

後
研
修
 

○
外
国
語
教
育
研

修
の
実
施
 

・
夏
季
研
修
実
施
、

第
４
，
５
回
外
国
語

研
修
会
実
施
 

「
基
本
的
な
外
国

語
活
動
・
外
国
語
科

の
指
導
法
に
つ
い

て
」、
「
新
学
習
指
導

要
領
に
向
け
て
」
、

「
読
む
こ
と
・
書
く

こ
と
の
指
導
法
に

つ
い
て
」
 

○
教
科
書
採
択
 
 

○
海
外
派
遣
 

・
事
後
研
修
 

○
第
６
回
外

国
語
教
育
研

修
 
・
授
業
参
観
 

○
サ
ポ
ー
ト

訪
問
 

 

○
中
学
生
海

外
派
遣
報
告

1
52
名
参
加
 

○
Ｔ
Ｇ
Ｇ
体

験
・
両
国
中
 

〇
が
ん
教
育
 

・
隅
田
小
 

〇
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
 

・
梅
若
小
、
三

寺
小
、
曳
舟
小
 
 
 

〇
第
７
回
外
国

語
教
育
研
修
会
 

「
英
語
教
育
に

お
け
る
小
・
中

連
携
に
つ
い

て
」
 

○
Ｔ
Ｇ
Ｇ
体

験
・
錦
糸
中
 
 
 
 
 
 

〇
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
養
成
講

座
 

・
緑
小
・
錦
糸
小
 

〇
普
通
救
命
講

習
 

・
本
所
中
・
文
花

中
・
桜
堤
中
 

〇
令
和
２
年
度

中
学
生
海
外
派

遣
説
明
会
（
学
校

対
象
）
 

〇
学
校
サ
ポ
ー

ト
訪
問
 

・
立
吾
小
 

〇
令
和
２
年
度

主
要
な
教
育
課

題
の
決
定
 

○
Ｔ
Ｇ
Ｇ
体
験
 

・
墨
田
中
 
 

〇
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
養
成
講

座
 

・
二
葉
小
 

 
 

 

※
進
捗
 
○
：
順
調
、
×
：
遅
延
、
△
：
そ
の
他
（
 
）

 

１
月
実
績

 
〇
令
和
２
年
度
 
中
学
生
海
外
派
遣
説
明
会
（
保
護
者
対
象
）
 
１
/
1
9
 

〇
教
育
課
程
届
出
説
明
会
 
１
/
1
4
 

○
Ｔ
Ｇ
Ｇ
体
験
 
・
寺
島
中
１
/
1
6
 
 

〇
が
ん
教
育
 
 
・
押
上
小
１
/
９
 
・
一
寺
小
１
/
1
5
 
・
三
寺
小
１
/
1
8
 

・
柳
島
小
１
/
2
0
 
・
曳
舟
小
１
/
2
5
 
・
八
広
小
１
/
2
5
 

・
外
手
小
１
/
2
8
 
・
錦
糸
小
１
/
2
9
 
 
 
 
 
 

〇
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
 
 
・
外
手
小
１
/
2
1
 
・
横
川
小
１
/
2
3
 
 

・
東
吾
小
１
/
2
3
 
・
押
上
小
１
/
2
3
 

・
四
吾
小
１
/
2
7
 
・
業
平
小
１
/
2
8
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

進
捗
：
○
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令
和
元
年
度
 
教
育
課
題
 
執
行
計
画
書
兼
実
績
報
告
書
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
N
o
. 
３
 

課
題
№
 

３
 
事
業
名
 
学
力
向
上
新
３
か
年
計
画
（
２
次
）
の
策
定
 

主
管
課
 

す
み
だ
教
育
研
究
所
 

 計 画 策 定      学 力 向 上 の 取 組 

執 行 計 画 

4
月
 

5
月
 

6
月
 

7
月
 

8
月
 

9
月
 

1
0
月
 

1
1
月
 

1
2
月
 

1
月
 

2
月
 

3
月
 

▲
検
討
方
針

作
成
 

  

▲
第
1
回
検
討

会
 

  

    

▲
第
2
回
検
討

会
 

  

    

▲
第
3
回
検
討

会
 

  

    

▲
教
育
委
員

会
決
定
 

  

▲
議
会
報
告
 

 ▲
学
校
へ
の

周
知
 

 
 

 

▲
国
調
査
実

施
(1
8)
 

▲
区
調
査
実

施
(2
3)
 

▲
メ
ッ
セ
ー

ジ
送
付
 

▲
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
推
進
校

決
定
、
計
画

取
り
ま
と
め
 

▲
放
課
後
補

習
等
(中
学
校

図
書
館
を
含
む
) 

▲
チ
ャ
レ
ン

ジ
教
室
 

▲
研
究
所
ニ

ュ
ー
ス
発
行
 

      ▲
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
推
進
校

訪
問
、
予
算

配
当
 

 ▲
春
期
放
課

後
補
習
 

 

▲
区
調
査
結

果
返
却
 

    

▲
都
調
査
実

施
(4
) 

      ▲
区
調
査
結

果
分
析
 

  ▲
学
力
向
上

ヒ
ア
リ
ン
グ
 

       ▲
夏
休
み
補

習
（
小
学
校
） 

▲
夏
休
み
チ
ャ
レ
ン

ジ
教
室
（
中
学
校
）
 

▲
区
調
査
議

会
報
告
 

  ▲
学
習
ふ
り

か
え
り
期
間
 

▲
調
査
結
果

を
各
校
Ｈ
Ｐ

に
掲
載
 

    ▲
学
力
向
上

推
進
会
議
①
 

    ▲
土
曜
日
：
秋
 

▲
放
課
後
：
中
 

 
 

▲
指
導
の
ポ

イ
ン
ト
を
各

校
へ
周
知
 

 ▲
学
習
ふ
り

か
え
り
期
間
 

       ▲
土
曜
日
：
冬
 

▲
放
課
後
：
後
 

       ▲
学
力
向
上

推
進
会
議
②
 

 

進
捗
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

〇
 

〇
 

〇
 

〇
 

 
 

 

実 績 

○
国
調
査
実
施
 
 
 
 
 
 
 

○
区
調
査
実
施
 
 
 
 
 
 

○
メ
ッ
セ
ー
ジ

送
付
 
 
 
 
 

○
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
推
進
校
決
定
 

○
放
課
後
補
習

等
実
施
 

○
チ
ャ
レ
ン
ジ

教
室
実
施
計

画
の
検
討
 

○
研
究
所
ニ
ュ

ー
ス
発
行

 

○
第
１
回
検

討
会
の
開
催
 

○
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
推
進
校

訪
問
、
予
算

配
当
 
 
 
 
 
 

○
春
期
放
課

後
補
習
開
始
 

 

○
区
調
査
結

果
返
却
 

○
放
課
後
補

習
等
実
施
中
 

○
春
期
放
課

後
補
習
実
施

中
 

○
研
究
所
ニ

ュ
ー
ス
の
発

行
 

○
第
２
回
検

討
会
の
開
催
 

○
都
調
査
実

施
 

○
メ
ッ
セ
ー

ジ
送
付
 

○
区
調
査
分

析
 

○
春
期
放
課

後
補
習
実
施
 

 

○
学
力
向
上

ヒ
ア
リ
ン
グ
 

○
区
調
査
結

果
分
析
 

○
夏
休
み
補

習
（
小
学
校
） 

○
夏
休
み
チ

ャ
レ
ン
ジ
教

室
（
中
学
校
） 

○
第
３
回
検

討
会
の
開
催
 

○
区
調
査
議

会
報
告
 

○
学
力
向
上

ヒ
ア
リ
ン
グ
 

○
学
習
ふ
り

か
え
り
期
間
 

○
区
調
査
分

析
 
○
研
究
所
ニ

ュ
ー
ス
の
発

行
 

〇
区
及
び
国
の
調

査
結
果
を
各
校
HP

に
掲
載
 

〇
学
習
ふ
り
か
え

り
期
間
に
伴
い
、
各

学
校
が
学
習
内
容

の
復
習
を
実
施
 

〇
秋
期
(
土
曜
日
)

チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
 

〇
中
期
(
放
課
後
)

チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
 

〇
研
究
所
ニ
ュ
ー

ス
の
発
行
 

〇
学
力
向
上
新

３
か
年
計
画

(
第
２
次
)
教
育

委
員
長
決
定
 

〇
秋
期
(
土
曜

日
)
チ
ャ
レ
ン

ジ
教
室
 

〇
中
期
(
放
課

後
)
チ
ャ
レ
ン

ジ
教
室
 

〇
研
究
所
ニ
ュ

ー
ス
の
発
行
 

〇
学
力
向
上
新
３

か
年
計
画
(
第
２

次
)
議
会
に
報
告

(３
日
) 

〇
学
力
向
上
新
３

か
年
計
画
(
第
２

次
)学
校
に
周
知
 

〇
秋
期
(
土
曜
日
)

チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
 

〇
中
期
(
放
課
後
)

チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
 

〇
研
究
所
ニ
ュ
ー

ス
の
発
行
 

 
 

 

※
進
捗
 
○
：
順
調
、
×
：
遅
延
、
△
：
そ
の
他
（
 
）

 

１
月
実
績
 

〇
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
を
各
校
へ
周
知
 

〇
学
習
ふ
り
か
え
り
期
間
の
実
施
 

〇
冬
期
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
の
実
施
 

 
(
土
曜
日
)
隅
田
小
(
放
課
後
)
三
吾
小
・
二
寺
小
・
三
寺
小
 

〇
研
究
所
ニ
ュ
ー
ス
の
発
行
(
８
日
・
２
１
日
)
 

 進
捗
：
〇
 

 

資料2-3



令
和
元
年
度
 
教
育
課
題
 
執
行
計
画
書
兼
実
績
報
告
書
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
N
o
. 
４
 

課
題
№
 

４
 
事
業
名
 
幼
保
小
中
一
貫
教
育
推
進
計
画
の
実
施
 

主
管
課
 

す
み
だ
教
育
研
究
所
 

執 行 計 画 

4
月
 

5
月
 

6
月
 

7
月
 

8
月
 

9
月
 

1
0
月
 

1
1
月
 

1
2
月
 

1
月
 

2
月
 

3
月
 

       ▲
学
習
指
導

に
関
す
る

取
組
 

▲
生
活
指
導

に
関
す
る

取
組
 

▲
就
学
・
進
学

を
意
識
し

た
取
組
 

 ▲
小
す
た
ー

と
ブ
ッ
ク

配
付
 

▲
担
当
者
連

絡
会
開
催

（
5/
10
）
 

▲
補
助
金
の

支
出
 

▲
連
絡
協
議

会
①
 

   

▲
英
語
活
動

実
施
園
・
校

の
調
整
、
決

定
 

▲
英
語
活
動

の
実
施
 

 
 

     ▲
連
絡
協
議

会
②
 

 
 

 ▲
幼
保
小
中

一
貫
教
育

フ
ォ
ー
ラ

ム
（
1/
28
）
 

                 ▲
中
プ
レ
ブ

ッ
ク
配
布
 

   ▲
補
助
金
の

精
算
 

進
捗
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

〇
 

〇
 

〇
 

〇
 

 
 

 

実 績 

○
一
貫
教
育

巡
回
指
導
員

に
よ
る
助
言
・

指
導
等
 

○
各
ブ
ロ
ッ

ク
担
当
者
会

議
の
開
催
 
 
 

○
小
学
校
す

た
ー
と
ブ
ッ

ク
配
付
順
次

配
布
中
 

○
担
当
者
会

議
の
開
催
 

○
補
助
金
の

支
出
の
準
備
 

○
連
絡
（
教

育
）
協
議
会

の
開
催
 

○
連
絡
（
教

育
）
協
議
会

の
開
催
 

○
小
学
生
部

活
動
体
験
・

授
業
見
学
 

○
小
学
生
す

た
ー
と
ブ
ッ

ク
配
布
 

○
担
当
者
会

議
の
開
催
 

○
連
絡
協
議

会
の
開
催
 

○
夏
季
分
科

会
の
開
催
 

○
分
科
会
の

開
催
 
（
寺

島
中
ブ
ロ
ッ

ク
）
 

○
小
学
校
教

員
に
よ
る
保

育
参
観
 
寺

島
中
ブ
ロ
ッ

ク
 

○
英
語
活
動

体
験
（
園
児
対

象
）
 

・
桜
堤
中
ブ
ロ

ッ
ク
・
吾
二
中

ブ
ロ
ッ
ク
・
文

花
中
ブ
ロ
ッ

ク
 
○
中
学
校
体

験
（
小
学
６
年

生
対
象
）
 

・
桜
堤
中
ブ
ロ

ッ
ク
 

 

〇
５
歳
児
対
象

の
英
語
活
動
 

竪
川
中
・
本
所

中
・
墨
田
中
ブ

ロ
ッ
ク
 

〇
幼
保
小
中
一

貫
教
育
協
議
会
 

桜
堤
中
・
錦
糸

中
・
文
花
中
・
墨

田
中
・
堅
川
中

ブ
ロ
ッ
ク
 

〇
中
学
校
体
験
 

吾
二
中
・
墨
田

中
ブ
ロ
ッ
ク
 

〇
幼
保
小
中
一

貫
教
育
協
議
会

(６
日
) 

寺
中
・
吾
立
中
・

本
所
・
両
中
の

各
ブ
ロ
ッ
ク
 

〇
英
語
活
動
体

験
 

寺
中
ブ
ロ
ッ

ク
・
錦
中
ブ
ロ

ッ
ク
・
吾
立
中

ブ
ロ
ッ
ク
 

〇
小
学
校
体
験
 
 

桜
堤
中
ブ
ロ
ッ

ク
 

〇
英
語
活
動

体
験
 

両
国
中
ブ
ロ

ッ
ク
 

〇
小
学
校
体

験
 

錦
糸
中
ブ
ロ

ッ
ク
 

 
 

 

※
進
捗
 
○
：
順
調
、
×
：
遅
延
、
△
：
そ
の
他
（
 
）

 

１
月
実
績

 
〇
小
学
校
体
験

 
 
本
所
中
ブ
ロ
ッ
ク

(１
４
日

) 
〇
幼
保
小
中
一
貫
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

 
 
全
ブ
ロ
ッ
ク
対
象

(２
８
日

) 
※参
加
者
１
９
３
名

 
 
 

 
 進
捗
：
〇
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 令和２年度区立小・中学校給食費について 
 
 

このことについて、墨田区学校給食協議会の答申結果を踏まえ、令和２年度の給食費（月

額等）については、下記のとおり改定する必要があると各校に通知しましたことを報告しま

す。 

 
記 

 
１ 令和２年度の給食費 

区 分 

① 

現行月額 

(令和元年度）

② 

改定月額 

(令和 2 年度） 

③ 

改定差額 

④ 

年間回数 

(基準回数) 

⑤ 

１食平均単価 

（②×11 カ月÷④） 

⑥ 

１食徴収額 

小 

学 

校 

低学年 4,150 円 4,190 円 40 円 194 回 237.57 円 240 円 

中学年 4,650 円 4,690 円 40 円 194 回 265.92 円 265 円 

高学年 5,190 円 5,240 円 50 円 194 回 297.11 円 300 円 

中学校 5,525 円 5,525 円 0 円 190 回 319.87 円 320 円 

夜間学級 5,675 円 5,675 円 0 円 195 回 320.13 円 320 円 

※⑥１食徴収額は、講師などの１日のみの徴収時の単価 

 
２ 改定の理由 
  開校記念日及び都民の日が授業日になったことに伴い、令和２年度の給食費について、

小学校は２日分程度の金額を増額する。中学校は定期考査等で給食回数の調整が可能であ

ることから令和元年度のままとする。 
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令和元年度東京都教育委員会表彰の受賞者について  

 

 

 

１ 表彰区分 

健康づくり功労者（学校保健・学校安全分野） 

 

２ 受賞者 

  所  属  墨田区立吾嬬第二中学校 外３校 

  推薦区分  学校医 

  氏  名  川名 浩一郎（かわな こういちろう） 

 

３ 表彰式 

  令和２年２月１２日（水）午後２時３０分 

  東京都庁第一本庁舎五階 大会議場 

 

４ その他 

東京都教育委員会表彰（健康づくり功労）等取扱要綱（抜粋） 

 

  （表彰の目的）  

 学校保健、学校安全及び学校給食の指導、運営等を通じて、優れた功績がある学

校関係者、学校関係団体及び組織的、計画的に幼児・児童・生徒の健康づくりに取

り組む学校を表彰することにより、これらに関する積極的な活動を奨励し、東京都

における学校保健、学校安全の水準の向上及び学校給食の普及と充実を図ることを

目的とする。 

 

（推薦基準） 

学校保健・学校安全の推進に熱意を示し、顕著な功績又は模範として推奨に値す

る具体的な活動実績があった者 
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資料５  

 
 

 

令和元年度 墨田区立学校「体力テスト」結果について 

 

 

１ 調査の目的 

  「平成31年度東京都児童・生徒体力・運動能力、生活・運動習慣等調査（東京都統一体力テスト）」

の結果から、墨田区内児童・生徒の体力・運動能力及び生活・運動習慣等の現状を明らかにし、児童・

生徒の健康の保持・増進と体力づくりを推進する施策の改善と一層の充実を図る。 

２ 調査実施期間及び調査対象等 

（１）調査実施期間    令和元年６月 

（２）調査対象      墨田区立小・中学校全学年児童・生徒（夜間学級除く） 

（３）実施した学校      

校 種 学校数 実施学校数（実施率） 学年・人数 

小学校 25校 
25校 

（100％） 

１年 1,754人 ４年 1,696人 
小学校総数 

9,979人 
２年 1,644人 ５年 1,632人 

３年 1,683人 ６年 1,570人 

中学校 10校 
10校 

（100％） 

１年 1,324人  
中学校総数 

3,722人 
２年 1,185人 

３年 1,213人 

３ 調査項目 

 ○体位  身長、体重 

 ○体力テスト 

（１）小学校 

握力、上体起こし、長座体前屈、反復横とび、20ｍシャトルラン、50ｍ走、立ち幅とび、 

ソフトボール投げ 

（２）中学校 

握力、上体起こし、長座体前屈、反復横とび、20ｍシャトルラン、50ｍ走、立ち幅とび、 

ハンドボール投げ、持久走   

※ 20ｍシャトルラン、持久走（男子:1500ｍ、女子：1000ｍ）は、選択 

４ 調査結果（合計点のみ表示 東京都平均値との比較から）  

（１） 男子 

 小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 

墨田区平均 30.3 37.8 43.9 49.7 54.3 60.6 32.4 41.8 49.0 

東京都平均 29.4 37.0 43.2 48.9 54.2 59.6 32.7 40.9 47.8 

都平均との差異 ＋0.9 ＋0.8 ＋0.7 ＋0.8 ＋0.1 ＋1.0 －0.3 ＋0.9 ＋1.2 

令和元年度全国※   53.6  41.7   

（２） 女子 

 小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 

墨田区平均 30.5 37.8 45.1 50.7 56.6 62.3 44.8 49.0 51.3 

東京都平均 29.3 37.2 43.6 50.0 55.9 61.1 44.3 49.6 51.7 

都平均との差異 ＋1.2 ＋0.6 ＋1.5 ＋0.7 ＋0.7 ＋1.2 ＋0.5 －0.6 －0.4 

令和元年度全国※   55.6   50.2   

※ 令和元年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査報告書【スポーツ庁】による。（小学校第 5

学年、中学校第2学年で実施） 

５ 今後の取組予定 

（１）教育委員会指導室は、本調査の結果を踏まえ、体力向上に資する取組を各学校に情報提供する。 

（２）各学校は、自校の調査結果を踏まえ、令和元年度「体力向上プラン」、「一校一取組運動」の改善

を図り、体力向上を更に推進する。 

【分析】 

小学校は、全ての学年において、体力合計点が、東京都の平均値を上回っている。 

小学校は、「上体起こし」、「長座体前屈」の種目において、東京都平均より下回る学年があり、筋持久力、柔軟

性等の向上が課題と捉える。中学校は「上体起こし」、「持久走」において、東京都平均より下回る学年があり、

筋持久力の向上が課題と捉える。 
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